
この広報紙は，赤い羽根共同募金の配分金により発行されています。 
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～東北地方太平洋沖地震の被災者のために～ 

三
月
十
一
日
、
三
陸
沖
を
震
源
に
国

内
観
測
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
極
め
て
大
き
な

地
震
と
地
震
に
よ
る
津
波
が
発
生
し
、

東
北
地
方
を
中
心
に
多
数
の
尊
い
人

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
街
全
体
が

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
な
ど
そ
の

傷
跡
は
深
く
、
安
否
確
認
の
難
航
や
救

援
物
資
の
不
足
、
被
災
者
の
不
安
感
の

広
が
り
な
ど
、
被
災
地
で
は
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
姶

良
市
と
と
も
に
、
三
月
十
四
日
か
ら
義

援
金
の
受
付
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
あ

た
た
か
い
励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に

三
月
二
十
五
日
現
在
で
、
五
百
万
九
百

三
拾
六
円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
心
あ
た
た
ま
る
ご

支
援
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
後
も
被
災
者
の
方
々
や
現
地
に

て
懸
命
な
支
援
活
動
を
行
う
方
々
を

支
援
す
る
た
め
、
行
政
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
出
来
る
限
り
の
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。 

一
日
も
早
く
被
災
地
が
復
興
し
、
被

災
さ
れ
た
方
々
が
安
心
し
た
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長 

 

新
屋 

幸
一 

義援金の受付について 
 

【義援金受付口座】 
主な義援金の受付口座は次のとおりです。 

 

受 付 期 間  平成２３年３月１２日（土）～平成２３年９月３０日（金） 

金融機関名 支店名 口座番号 名  義  等 

鹿児島銀行 
県庁支店 （普）１２７４１７１ 

社会福祉法人鹿児島県共同募金会 

         会長 溝口宏二 

鴨池支店 （普）６６４１５５ 日本赤十字社鹿児島県支部長 

南日本銀行 県庁支店 （普）１１２８４０２ 
社会福祉法人鹿児島県共同募金会 

        会長 溝口宏二 

ゆうちょ銀行 
００１７０－６－５１８ 中央共同募金会 東北関東大震災義援金 

００１４０－８－５０７ 日本赤十字社 東北関東大震災義援金 

※日本赤十字社への送金は、振込票の備考欄に「東北関東大震災義援金」と明記してください。 

※手数料は、送金先と同一の金融機関窓口からの取り扱いに限り免除となります。 

※振込金受領書は、寄付金控除申請の際の添付書類として利用できます。 

 

【義援金受付窓口】 

社会福祉協議会では、次の窓口で義援金を受け付けています。 

社会福祉協議会 住 所 電 話 

本  所 宮島町１３番地９（姶良市社会福祉会館内） ６５－７７５７ 

加治木支所 加治木町本町３９３番地（加治木福祉センター内） ６２－２０４１ 

蒲生支所 蒲生町白男３４７番地（蒲生高齢者福祉センター内） ５２－１４００ 
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被
災
地
で
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て 

※各県（および市区町村）センターへ多数の電

話照会が寄せられますと、センターの円滑な業

務に支障を及ぼすこともあります。ぜひご理解

ください。 

被災地への支援活動を希望される場合は、ま

ず、ホームページにより募集の有無、募集の範

囲をご確認ください。 
 

全国社会福祉協議会ホームページ 

http://www.shakyo.or.jp/ 

姶良市社協携帯用ホームページ 

http://www.aira-shakyo.jp/m/ 

 

今
後
の
復
旧
状
況
に
よ
り
大
勢
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

現
在
、
姶
良
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、 

希
望
者
の
受
付
の
み
実

施
し
、
要
請
に
応
じ
て
、
今
後
呼
び
か

け
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

現在暮らしている町でできること… 
 

□災害義援金の寄付 
※義援金に便乗した不審な電話や詐欺が発生しています。 

公的機関が電話又は訪問して義援金を集めることはあり 

ませんのでご注意ください。 

□救援物資の提供 

□救援物資の仕分けボランティア 

□防災知識についての再確認 

□献血 
※血液製剤は有効期限があることから、一時期に献血者が 

集中すると、期限切れが発生し、医療機関への安定供給に 

支障をきたす恐れがあります。 

献血に関する最新情報については、日本赤十字社の 

ホームページをご覧ください。 

http://www.jrc.or.jp/blood/index.html。 

個
人
で
の
物
資
の
送
付
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。 募

集
し
て
い
る
支
援
物
資
は
、
被
災
地
の

要
望
に
よ
り
変
わ
り
、
要
請
に
応
じ
た
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

募
集
品
目
に
つ
い
て
は
随
時
、
広
報
紙
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
募
集
し
て
い
る
物
資
以
外
の
問
い
合
わ
せ
】 

鹿
児
島
県
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課 

電 

話 

０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９
（
２
８
６
）
５
５
６
８ 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
復
興
の
た
め
に
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
も
し
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
中
に
、
病
気
な
ど

で
倒
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
被
災
地
に
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

被
災
者
の
中
に
は
、
肉
親
や
親
し
い
方
が
亡
く
な
っ
た
り
行
方
不
明
と
な

っ
た
り
し
て
い
る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
、
そ
の
よ
う
な
方
の
お
話
し
を
う
か
が
っ
た

り
、
ま
た
被
災
地
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
自
身
が
、
こ
こ
ろ
の
不
調
の
状
態
と
な
り
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
、

長
い
間
そ
れ
が
続
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
、
被
災
地
の
各
地
で
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
準
備
が

進
ん
で
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

支
援
活
動
も
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

※
県
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
を

行
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

ボランティアや支援活動を考えているみなさまへ 

１ 
被
災
地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い 

て
は
、
被
災
地
に
入
る
前
に
的
確 

な
情
報
入
手
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ２ 

十
分
な
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

支
援
物
資
の
送
付
は
県
・
市
を
通
じ
て

お
願
い
し
ま
す
。 

食
料
、
水
、
移
動
手
段
の
確
保
、
状
況
に
よ

っ
て
は
寝
袋
等
の
準
備
、
衣
服
に
も
配
慮
が

必
要
で
す
。 

ま
た
、
必
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
通
常
の
も
の

で
は
な
く
、
天
災
タ
イ
プ
に
入
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。 

支
援
物
資
に
つ
い
て 

 

過
去
の
災
害
救
援
活

動
等
で
メ
ン
タ
ル
不
調

に
な
っ
た
経
験
の
あ
る

方
や
持
病
の
あ
る
方
、
不

安
感
の
強
い
方
、
現
在
体

調
が
万
全
で
な
い
方
な

ど
は
被
災
地
外
で
も
可

能
な
活
動
を
お
勧
め
し

ま
す
。 

現
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
決
め
る
前

に
、
被
災
地
の
た
め
に
、

現
在
自
分
が
暮
ら
し
て

い
る
町
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
考
え
て
み
て
下
さ
い
。 
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◆
こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
姶
良
市
の
社
会
福
祉
の
活
動
、
又
は
事
業
に
従
事
し
、
市
民
の
福
祉
に
貢
献
し
、 

 

特
に
功
績
顕
著
な
個
人
及
び
団
体
や
篤
行
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
。 

○
福
祉
施
設
職
員 

二
十
二
名 

黒
葛
野 

貴 

之 

東 
 

ユ
ミ
子 

色 

田 

和 

哉 

二 

見 

み
ど
り 

有 

村 

亮 

治 

堂 

森 

慶 

子 

湊 

川 

里 

美 

川 

畑 
 

實 

佐
々
木 

み
ゆ
き 

森 

重 
 

隆 

後 

藤 

ひ
ろ
子 

宮 

脇 

洋 

子 

山 

下 

智 

美 

大 

迫 

真 

理 

川 

添 

美
由
紀 

田 

代 

美
千
代 

村 

馬 

絹 

代 

江 

口 

善 

行 
増 
田 

芳 

文 

福 

元 

健 

一 

中 
島 
博 

美 

久
木
野 

将 

基 

 

○
福
祉
団
体
役
員 

一
名 

窪 

田 

正 
昭 

◆
こ
の
表
彰
は
、
本
会
に
対
し
て
十
万
円
以
上
、
三
年

累
積
十
万
円
、
又
は
、
同
等
以
上
の
福
祉
機
器
等
を

寄
附
し
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
行
う
も
の
で

す
。 

▽
個
人
の
部
▽ 

（
六
名
） 

一
名
は
非
掲
載
希
望 

 

松 

元 

直 

定 

中 

西 

健 

一 

丸 

山 
 

実 
 

 
 

橋 

口 

順 

子 

向 

江 

タ
ツ
子 

 

▽
個
人
の
部
▽ 

（
五
十
三
名
） 

 

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

二
十
一
名 

大 

淵 

泰 

代 

今 

尾 

聿 
子 

折 

田 

武 

子 

宮 

田 

ア 
ヤ 

伊
地
知 

豊 

子 

木 

場 

良 

子 

立 

野 

紀
代
美 

竹 

内 

睦 

夫 

大
中
原 

繁 

行 

齊 

藤 

チ
ヨ
子 

有 

馬 

惠 

子 

遠 

矢 

カ
ツ
エ 

吉 

永 

良 

人 

田 

中 

茂 

樹 

西 
 

タ
マ
ミ 

向 

江 

マ
サ
子 

山 

元 

秀 

治 

松
葉
瀬 

義 

美 

増 

田 
 

睦 

畠 

中 

京 

子 

山 

口 
 

智 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者 

八
名 

黒 

木 

浦 

子 

池 

田 

成 

子 

横 

崎 

フ
ク
代 

長 

野 

洋 

子 

北 

野 
 

昭 

甲 

斐 

リ
ツ
子 

山 

下 

多
美
子 

木 

上 

律 

子 

 

▽
団
体
の
部
▽ 

（
二
団
体
） 

 

か
も
う
女
性
の
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
） 

若
竹
会
（
舞
踊
団
体
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
[

敬
称
略] 

 

▽
団
体
の
部
▽ 

（
二
団
体
） 

 

姶
良
市
立
蒲
生
中
学
校
（
車
椅
子
寄
贈
） 

株
式
会
社
イ
ケ
ダ
パ
ン 

（
菓
子
パ
ン
・
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
等
寄
贈
） 
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氏 名 題        名 学 校 名 学 年 

な か つ か み さ き わたしのおばあちゃん 山 田 小 学 校 1 年 

星 田 貢 輝 お兄ちゃんとぼくのびょう気 北 山 小 学 校 2 年 

星 田 大 貴 ぼくがしてもらってうれしいこと 北 山 小 学 校 3 年 

井 ノ 上 拓 夢 ばんばあえの車イス 建 昌 小 学 校 4 年 

安 藤 凛 香 祖父のスイカ 西 姶 良 小 学 校 5 年 

桝 満 明 佳 守りたい、おばあちゃんの笑顔 柁 城 小 学 校 6 年 

中 西 潤 平 祖母の生きがい 帖 佐 中 学 校 1 年 

平 野 健 斗 障がいという差別をなくすために 蒲 生 中 学 校 2 年 

榎 田 光 加 里 認知症と福祉 山 田 中 学 校 3 年 

樗 木 則 子 実習で学んだこと 加 治 木 女 子 高 等 学 校 1 年 

瀬 戸 口 紗 月 福祉について 加 治 木 女 子 高 等 学 校 2 年 
 

 

氏 名 題 名 学 校 名 学 年 

み や ざ と た け し やさしくいえば 北 山 小 学 校 1 年 

さ い と う さ く ら さようなら おばあちゃん 山 田 小 学 校 2 年 

井 上 ち え り 特別しえん学校と交流学習 山 田 小 学 校 3 年 

宮 之 原 里 咲 今、わたしにできること 漆 小 学 校 4 年 

北 迫 真 奈 あの子が教えてくれたこと 山 田 小 学 校 5 年 

伊 地 知 茜 祖父の入院 柁 城 小 学 校 6 年 

黒 木 菜 央 私の祖母 帖 佐 中 学 校 1 年 

有 川  駿 「役割力」の大切さ 重 富 中 学 校 2 年 

竹 下 絵 美 夏 励ましの言葉と介護 山 田 中 学 校 3 年 

出 之 口 大 輝 高齢化社会と家族 加 治 木 高 等 学 校 1 年 

川 元 あ き ほ 手をひいて 加 治 木 女 子 高 等 学 校 2 年 
 

 

氏 名 題        名 学 校 名 学 年 

と く ど め の ど か 大すきなおじいちゃんのおこめ 建 昌 小 学 校 1 年 

と み な が ゆ う き ぼくのばあちゃん 西 姶 良 小 学 校 2 年 

重 久 恵 瑠 幸せのかたち 西 姶 良 小 学 校 3 年 

佐 々 木 誉 おじさんの不自由な手 建 昌 小 学 校 4 年 

古 城 信 行 募金活動に参加して 北 山 小 学 校 5 年 

南  清 華 加治木養護学校との交流会 竜 門 小 学 校 6 年 

黒 江 実 奈 障がい者の住みよい環境 帖 佐 中 学 校 1 年 

冨 田 光 見 大切な家族だからこそ 帖 佐 中 学 校 2 年 

森  幸 太 福祉活動を通して 山 田 中 学 校 3 年 

池 田 帆 南 海 手紙～親愛なる子供たちへ～ 加 治 木 女 子 高 等 学 校 1 年 

川 﨑 莉 奈 さまざまな学びの場 加 治 木 女 子 高 等 学 校 2 年 
 

 

学    校    名 

鹿児島学園 加治木女子高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ば
ん
ば
あ
え
の
車
イ
ス 

 

「
ば
ん
ば
あ
え
」
と
は
、
ぼ
く

が
イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
車
イ
ス

を
お
す
と
き
に
か
け
て
い
た
、「
が

ん
ば
あ
れ
」
の
か
け
声
で
す
。 

 

イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く

の
母
方
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
の
明
る
い
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
で
し
た
。
わ
か
い
時
か
ら
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
と
て

も
活
発
な
人
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
ぼ
く
が
生
ま
れ
て

四
ヶ
月
目
の
冬
の
寒
い
日
の
朝
早

く
に
、
と
つ
ぜ
ん
具
合
が
悪
く
な

り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
試

合
中
、
の
う
か
ら
出
血
し
て
た
お

れ
、
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
た

の
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
体
の
左
半
分
が
ま
ひ
し
て
し

ま
い
、
自
由
に
動
か
せ
な
く
な
り
、

ず
っ
と
病
院
に
入
院
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
と
て
も
が
ん
ば
り
屋

さ
ん
だ
っ
た
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の

ぼ
く
に
、 

「
拓
夢
ち
ゃ
ん
と
ど
っ
ち
が
早
く

歩
け
る
よ
う
に
な
る
か
き
ょ
う
そ

う
だ
ね
。」 

姶良市立建昌小学校 4 年 

井ノ上拓夢くん 
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を
し
て
い
る
の
で
、
毎
日
新
鮮
な

豆
乳
を
準
備
し
て
く
れ
る
。 

「
兄
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
お
い
し

い
豆
乳
が
飲
め
る
。」 

と
言
い
な
が
ら
飲
ん
で
い
る
。 

 

ま
た
、
好
き
な
こ
と
を
し
た
ら

い
い
と
い
う
こ
と
で
、
庭
に
い
っ

ぱ
い
の
花
を
育
て
て
い
る
。
季
節

ご
と
に
き
れ
い
な
花
が
さ
き
、 

「
潤
ち
ゃ
ん
、
き
れ
い
で
し
ょ
う
。

―
と
い
う
花
だ
よ
。」 

と
教
え
て
く
れ
る
。
近
所
の
人
も
、

よ
く
庭
を
見
に
き
て
、
花
の
名
前

や
手
入
れ
の
仕
方
を
楽
し
そ
う
に

話
し
て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
の
打
ち
方
は
な
か

な
か
覚
え
な
い
の
に
、
花
の
名
前

は
す
ら
す
ら
言
え
る
。
難
し
い
名

前
も
あ
る
の
に
す
ご
い
な
ぁ
と
思

う
。
枯
れ
か
け
た
植
物
も
、
祖
母

の
手
に
か
か
る
と
い
き
い
き
と
な

り
、
き
れ
い
な
花
を
さ
か
せ
る
。

魔
法
使
い
み
た
い
だ
。 

「
植
物
に
合
っ
た
育
て
方
で
、
愛

情
を
た
っ
ぷ
り
か
け
る
と
い
い
ん

だ
よ
。
枯
れ
か
け
た
花
は
、
病
気

に
な
っ
た
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
。

花
が
元
気
に
な
れ
ば
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
元
気
が
出
る
。」 

と
嬉
し
そ
う
に
言
う
。
花
は
、
祖

母
の
生
き
が
い
な
ん
だ
な
ぁ
と
思

っ
て
、 

「
花
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
生
き
が

い
な
ん
だ
ね
。」 

と
僕
が
言
っ
た
ら
、 

「
う
ん
。
花
も
生
き
が
い
だ
け
ど
、

一
番
の
生
き
が
い
は
孫
。
潤
ち
ゃ 

 

ん
た
ち
だ
よ
。」 

と
答
え
た
。 

 

僕
は
、
宿
題
や
兄
弟
げ
ん
か
の

こ
と
で
祖
母
に
注
意
さ
れ
る
と
、

つ
い
つ
い
文
句
を
言
っ
て
し
ま
っ

て
、
祖
母
を
悲
し
い
顔
に
さ
せ
て

し
ま
う
の
だ
が
、
そ
ん
な
僕
が
、

一
番
の
生
き
が
い
だ
な
ん
て
不
思

議
な
感
じ
が
し
た
。 

 

そ
う
言
え
ば
、
運
動
会
、
空
手

や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
大
会
、
和
太

鼓
の
演
奏
会
な
ど
に
、
祖
母
は
、

い
つ
も
来
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、

短
距
離
走
の
順
番
が
何
番
で
も
、

試
合
に
勝
っ
て
も
負
け
て
も
、 

「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
。」 

と
言
っ
て
く
れ
る
。
順
番
や
勝
敗

に
関
係
な
く
、
僕
が
、
一
生
懸
命

頑
張
る
姿
が
、
祖
母
に
元
気
を
与

え
る
の
だ
そ
う
だ
。 

 

「
難
病
」
と
言
わ
れ
て
か
ら
二

十
八
年
。
病
気
は
少
し
ず
つ
進
行

し
、
指
が
曲
が
っ
て
、
思
う
よ
う

に
動
か
せ
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
洋
服
を
着
る
時
、
ボ
タ
ン
を

す
る
の
で
さ
え
何
分
も
か
か
る
。

買
っ
て
き
た
品
物
を
袋
か
ら
出
す

の
も
、
祖
母
に
と
っ
て
は
大
変
な

作
業
だ
。
水
に
ふ
れ
る
と
、
指
先

か
ら
ば
い
菌
が
入
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
料
理
を
す
る
時
や
お
風

呂
に
入
る
時
は
、
ゴ
ム
手
袋
を
は

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
僕
た
ち

が
普
通
に
や
っ
て
い
る
こ
と
で

も
、
指
を
自
分
の
思
い
通
り
に
動

か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
祖
母
に
と

っ
て
は
、
一
つ
一
つ
の
こ
と
が
時 

る
か
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
物

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
「
ば

ん
ば
あ
え
」
の
車
イ
ス
も
、
ぽ
つ

ん
と
げ
ん
関
に
あ
り
ま
し
た
。
父

が
足
を
こ
っ
せ
つ
し
て
し
ま
っ
た

時
に
一
度
か
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
だ
れ
か
の
役
に
立
つ
は
ず
で

す
。 

 

車
イ
ス
を
見
て
い
た
ら
、
去
年

の
四
年
生
が
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
し
ゅ
う
え
き
金
で
車
イ
ス
を

き
ふ
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
思
い

出
の
物
が
手
も
と
に
無
く
な
る
の

は
、
さ
び
し
い
け
れ
ど
、
ど
こ
か

で
誰
か
の
足
に
な
り
、
生
き
る
力

に
な
れ
ば
、
イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
き
っ
と
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、「
ば
ん
ば
あ

え
」
と
言
う
ぼ
く
の
力
い
っ
ぱ
い

の
か
け
声
を
乗
せ
た
車
イ
ス
を
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
使
っ
て

も
ら
お
う
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 
姶良市立帖佐中学校 1 年 

中西潤平くん 

祖
母
の
生
き
が
い 

 

僕
の
祖
母
は
六
十
六
歳
。
い
つ

も
お
笑
い
芸
人
み
た
い
に
冗
談
ば

か
り
言
っ
て
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て

い
る
。
こ
ん
な
祖
母
が
、
大
変
な

病
気
と
毎
日
闘
っ
て
い
る
な
ん
て

信
じ
ら
れ
な
い
。 

 

祖
母
が
ま
だ
三
十
八
歳
の
こ

ろ
、「
難
病
」
診
断
さ
れ
た
。
治
り

ょ
う
法
の
な
い
病
気
で
、 

「
あ
と
三
年
ぐ
ら
い
の
命
で
し
ょ

う
。」 

と
、
医
者
に
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。

僕
の
母
た
ち
が
、
ま
だ
幼
か
っ
た

の
で
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
、

毎
日
泣
い
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、

し
ば
ら
く
し
た
ら
、「
こ
ん
な
小
さ

い
子
ど
も
た
ち
を
お
い
て
死
ん
で

し
ま
う
の
。
ど
う
し
て
も
死
ぬ
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
何
か
い
い
方

法
が
あ
る
は
ず
。
絶
対
病
気
な
ん

か
に
負
け
な
い
ぞ
。」
と
思
い
出
し

た
そ
う
だ
。
そ
こ
か
ら
祖
母
の
闘

病
生
活
が
始
ま
っ
た
。 

 

豆
乳
が
身
体
に
い
い
と
聞
き
、

毎
日
欠
か
さ
ず
豆
乳
を
飲
ん
で
い

る
。
祖
母
の
お
兄
さ
ん
が
豆
ふ
屋 

と
言
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
す
ご
く

が
ん
ば
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

で
も
ぼ
く
が
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
て
も
、
イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

ほ
か
の
内
ぞ
う
の
病
気
に
も
な
っ

て
し
ま
い
、
な
か
な
か
回
ふ
く
し

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

ま
い
日
、
ま
い
日
が
ん
ば
っ
て

い
た
イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
た
い

へ
ん
だ
っ
た
け
ど
、
い
つ
も
リ
ハ

ビ
リ
中
、
小
さ
な
ぼ
く
を
見
る
と
、

に
っ
こ
り
笑
っ
て
手
を
ふ
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ぼ
く
が
、 

「
ば
ん
ば
あ
え
、
ば
ん
ば
あ
え
。
」 

と
、
声
を
か
け
る
と
、
う
れ
し
そ

う
に
、
自
分
で
車
イ
ス
を
こ
い
で

近
づ
い
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
お

天
気
の
い
い
日
に
は
、
病
院
の
庭

を
、
ぼ
く
と
母
で
、 

「
ば
ん
ば
あ
え
、
ば
ん
ば
あ
え
。
」 

と
言
い
な
が
ら
、
車
イ
ス
を
お
し

て
、
お
散
歩
を
し
て
、
楽
し
く
す

ご
す
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

そ
ん
な
イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

し
た
が
、
ぼ
く
の
よ
う
ち
園
の
初

め
て
の
運
動
会
直
前
に
、
と
う
と

う
天
国
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

 

イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
か
な

し
い
お
別
れ
か
ら
、
年
が
す
ぎ
、

今
年
七
年
き
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

 

そ
れ
で
、
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
た
イ
ツ
子
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

家
の
片
づ
け
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
は
、

今
で
も
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い 
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実
習
で
学
ん
だ
こ
と 

今
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
政
治

や
経
済
、
犯
罪
等
様
々
な
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
も
そ
の
一
つ
で
す
。
私
は
、

少
子
高
齢
化
と
い
う
言
葉
を
知
っ

た
頃
は
長
生
き
す
る
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
い
い
事

な
の
に
何
が
い
け
な
い
の
だ
ろ
う

と
簡
単
に
と
ら
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
中
学
校
の
社
会
科
の
授

業
や
テ
レ
ビ
を
通
し
て
と
て
も
難

し
い
問
題
だ
と
い
う
事
を
知
り
ま

し
た
。
長
寿
の
高
齢
者
の
数
が
増

え
て
い
る
の
に
対
し
生
ま
れ
て
く

る
子
供
の
数
が
少
な
い
と
い
う
事

は
将
来
的
に
一
人
の
人
が
何
人
も

の
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
く
事

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
し

か
も
全
て
の
人
が
介
護
関
係
の
仕

事
に
就
く
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
人
の
介
護
は
し
た
く
な
い
と

思
っ
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
私
達
が
大
人
に
な
っ
た
頃
に

は
介
護
の
人
手
不
足
は
も
っ
と
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

私
は
将
来
介
護
福
祉
士
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り
大
変
だ
と
聞
き
毎
日
書
け
る
か

心
配
だ
っ
た
記
録
も
利
用
者
さ
ん

の 「
あ
り
が
と
う
。」 

や 「
次
も
ま
た
来
て
ね
。」 

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
す
と
頑
張

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
な
ら

私
達
が
元
気
を
与
え
る
立
場
な
の

に
利
用
者
さ
ん
か
ら｢

元
気｣

や

「
や
る
気
」
を
も
ら
う
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

 

実
習
の
初
め
の
頃
あ
る
利
用
者

さ
ん
と
の
会
話
で
印
象
深
か
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来
の
夢

を
聞
か
れ
、
私
が 

「
介
護
福
祉
士
で
す
。」 

と
答
え
る
と 

「
す
ご
く
立
派
な
夢
だ
と
思
う

よ
。
大
変
な
仕
事
だ
と
思
う
け
ど

今
か
ら
ど
ん
ど
ん
必
要
に
な
っ
て

く
る
仕
事
だ
よ
。」 

と
話
し
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

「
お
年
寄
り
に
は
色
ん
な
人
が
い

る
か
ら
ね
。
静
か
な
人
も
い
れ
ば

自
分
の
思
っ
た
事
を
ず
ば
ず
ば
言

っ
て
く
る
人
も
い
て
傷
つ
く
事
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
嫌
い

な
人
、
苦
手
な
人
を
つ
く
っ
た
ら

い
け
な
い
よ
」｣ 

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
利
用
者

さ
ん
に
言
わ
れ
た
事
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
今
回
の
実
習
は
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
だ
っ
た
た
め
利
用
者
の
方

は
皆
、
家
へ
帰
り
家
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
が
、
体
が
思
う
よ
う

に
動
か
ず
施
設
に
入
所
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
く
な
り
、
知
ら
な
い
人

達
と
毎
日
を
過
ご
し
て
、
外
に
も

出
れ
ず
…
。
そ
ん
な
状
況
に
な
っ

た
人
の
事
を
考
え
る
と
接
す
る
相

手
に
わ
が
ま
ま
や
厳
し
い
事
を
言

っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
だ
、
逆
に

我
慢
し
て
人
に
優
し
く
振
る
ま
う

方
が
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
利
用
者
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
い
な
か
っ
た
ら
こ
れ
か
ら
先

も
し
い
や
な
思
い
を
す
る
よ
う
な

こ
と
を
言
わ
れ
た
時
に
、
一
生
懸

命
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
自
分
が
こ

ん
な
事
を
言
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
ろ
う
と
苦
し
む
こ
と
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

私
は
高
校
で
介
護
福
祉
士
に
な

る
為
の
勉
強
を
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
は
こ
の
人
は
何
を
し
て
ほ
し

い
の
か
、
ど
ん
な
思
い
で
い
る
の

か
等
、
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
少

し
で
も
理
解
し
よ
う
と
す
る
介
護

福
祉
士
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
習
で
出
会
っ

た
利
用
者
さ
ん
た
ち
か
ら
学
ん
だ

よ
う
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

あ
り
が
と
う
と
伝
え
る
、
自
分
の

事
だ
け
で
な
く
周
り
の
人
の
事
も

考
え
る
、
い
つ
で
も
優
し
く
思
い

や
り
の
心
を
忘
れ
な
い
の
三
つ
を

実
行
し
、
利
用
者
さ
ん
に
温
か
い

心
や
こ
れ
か
ら
の
希
望
を
与
え
ら

れ
る
介
護
福
祉
士
を
目
指
し
た
い

で
す
。 

 

鹿児島学園 

加治木女子高等学校 1 年 

樗木則子さん 

は
介
護
の
仕
方
だ
け
で
な
く
人
の

体
の
仕
組
み
や
福
祉
に
関
す
る
法

律
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と

り
方
等
広
い
範
囲
の
事
を
学
び
ま

す
。
校
外
実
習
は
夏
休
み
前
の
二

週
間
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
習
に
行

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
実
習
で
楽

し
み
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が

ま
だ
高
校
生
に
な
っ
て
三
ヶ
月
し

か
経
っ
て
い
な
い
た
め
自
分
達
は

何
を
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
い

う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
実
習
が
始
ま
る
と
自

分
が
想
像
し
て
い
た
も
の
と
は
違

い
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
さ
ん
は
食
事
や
更

衣
等
ほ
と
ん
ど
何
で
も
自
分
で
さ

れ
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
と
て
も
元

気
な
方
ば
か
り
で
し
た
。
初
め
て

の
実
習
で
緊
張
し
て
い
る
私
に
、 

「
大
変
だ
ろ
う
け
ど
よ
ろ
し
く

ね
。」 

等
多
く
の
方
が
温
か
い
言
葉
を
か

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
食
事
を

さ
れ
る
時
は 

「
あ
な
た
達
は
も
う
食
べ
た
？
」 

と
気
遣
っ
て
く
だ
さ
り
立
っ
て
い

る
と 

「
足
が
痛
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に

座
り
な
さ
い
。」 

と
椅
子
を
ひ
い
て
く
だ
さ
る
優
し

い
方
ば
か
り
で
し
た
。
職
員
の
方

に
も 

「
無
理
を
し
な
い
ん
だ
よ
。」 

と
母
親
の
よ
う
に
声
を
か
け
笑
顔

で
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

先
生
や
先
輩
か
ら
時
間
が
か
か 

間
が
か
か
り
、
大
変
難
し
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
歯
ぐ
き
も

縮
ん
で
き
て
入
れ
歯
が
合
わ
な
く

な
り
、
食
べ
物
も
な
か
な
か
食
べ

ら
れ
な
い
。
何
時
間
も
か
け
て
食

事
を
し
て
い
る
。
身
体
中
が
痛
く

て
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
時
も
な
る

そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
、
毎
日
を
明

る
く
、
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
祖

母
の
こ
と
を
え
ら
い
な
と
思
う
。

僕
が
祖
母
の
よ
う
な
病
気
だ
っ
た

ら
、
毎
日
泣
き
、
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
と
い
ら
い
ら
し
て
、
周
り

の
人
に
文
句
ば
っ
か
り
言
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
祖
母
の
よ
う
に
冗
談

を
言
っ
て
、
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と

な
ん
か
絶
対
に
で
き
な
い
と
思

う
。 

 

僕
の
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
が
、

祖
母
に
生
き
る
元
気
を
与
え
ら
れ

る
の
な
ら
ば
、
何
で
も
頑
張
ろ
う

と
思
え
て
く
る
。
暑
い
中
で
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
や
太
鼓
の
練

習
に
は
行
き
た
く
な
い
と
思
う
時

も
あ
る
け
ど
、
僕
の
こ
と
を
生
き

が
い
に
し
な
が
ら
、
祖
母
が
、
毎

日
大
変
な
病
気
と
闘
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
僕
も
自
分
の
弱
い
気
持

ち
に
負
け
な
い
で
頑
張
ろ
う
と
思

う
。
ま
た
、
手
伝
え
る
こ
と
は
手

伝
っ
て
、
祖
母
に
も
っ
と
も
っ
と

元
気
を
与
え
た
い
。 
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な
に
で
き
る
？ 
『
知
る
』
か
ら
始
ま
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

                   

松
原
上
自
治
会 

26
歳  

母
に
手
を 

曳
か
れ
他
所
見
の 

祭
の
子 山

根 

好
助  

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

あ
い
ら
福
祉
ま
つ
り
に
て
展
示
す
る
予
定
で
し
た
が
、
中
止
の
た
め
、 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。 

（敬
称
略
） 

盲
導
犬 

主
人
の
眼
と
な
り 

風
を
き
る
！ 徳

留 

美
亨 

 

子
や
孫
に 

誇
れ
る
仕
事 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

さ
わ
や
か
な 

汗
を
流
し
て 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

介
護
さ
れ 

感
謝
感
謝
の 

日
を
送
る 

 

人
生
の 

先
輩
に 

感
謝
の
介
護 

磨
島 

常
雄  

 

も
ど
か
し
い 

肢
体
ふ
ん
ば
り 

芝
の
上 

パ
タ
ー
振
っ
て 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

 

乗
り
降
り
に 

迷
惑
か
け
る
と 

思
い
つ
ゝ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旅
に
加
わ
る 

一
泊
旅
行 

 

昼
下
り 

友
ら
と
過
ご
す 

ひ
と
と
き
は 

   
 
 
 
  

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の 

楽
し
い
練
習 

 

年
一
度 

福
祉
が
ま
わ
る 

港
町 

   
 
 
 
 
 
 

タ
バ
コ
の
吸
い
ガ
ラ 

幾
千
本
と 

 

片
腕
で 

で
き
ぬ
で
き
ぬ
と 

言
う
友
に 

   
 
 
 
 

や
っ
て
み
よ
う
か
と 

声
か
け
さ
そ
う 

 

友
さ
そ
う 

弱
き
な
気
持
ち 

屈
せ
ず
に 

 
 
  

 
 
 

楽
し
く
や
ろ
う 

ハ
ン
デ
ィ
負
け
ず
に 

 

障
害
に 

負
け
て
た
ま
る
か 

他
人
の
口 

 
 
 
 
 
 
 

戸
は
閉
め
ら
れ
ぬ 

愚
痴
言
う
者
に 

 

屈
せ
ず
に 

車
椅
子
で
の 

ス
ポ
ー
ツ
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汗
流
す
人 

蟠
る
こ
と
な
く 

 

久
々
に 

た
づ
ね
て
行
け
ば 

喜
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 

語
れ
ぬ
ハ
ン
デ
ィ 

夫
に
指
文
字
を 

 

障
害
を 

共
に
背
負
っ
て 

義
姉
夫
妹 

 
 
 
 
 
 

話
せ
ぬ
ハ
ン
デ
ィ 

屈
せ
ず
に
生
き
る 

 

障
害
を 

共
に
背
負
っ
て 

旅
行
け
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 

皆
が
手
を
か
す 

雨
降
り
出
し
て 

 

肢
腰
に 

ハ
ン
デ
ィ
か
か
え
て 

フ
ラ
イ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

我
に
も
で
き
る 

円
盤
投
げ
て 

 

お
互
い
に 

ハ
ン
デ
ィ
背
負
う 

身
体
な
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
互
い
助
け
る 

こ
れ
が
絆
か 

 

鉉 

子  

又
来
る
ね 

貴
女
の
笑
顔 

楽
し
み
に 

 

不
安
な
く 

福
祉
の
町
に 

住
ん
で
ま
す 

 

迷
わ
ず
に 

何
か
あ
っ
た
ら 

す
ぐ
電
話 

 

今
日
も
又 

世
話
に
な
り
ま
す 

車
イ
ス 

 

川
崎 

タ
ツ  

笑
顔
で
ヤ
ッ 

一
週
間
ぶ
り 

デ
ー
ト
の
日 

 

優
し
さ
と 

美
味
い
も
の
あ
り 

癒
さ
れ
る 

 

老
友
が
い
て 

昔
話
楽
し 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

蔵
丸 

千
枝
子  

デ
イ
の
友 

安
堵
の
日
ぐ
ら
し 

し
あ
わ
せ
だ 

 

注
意
せ
よ 

親
の
呼
び
声 

散
歩
道 

 

老
い
た
今 

や
さ
し
き
子
ら
に 

見
守
ら
れ 

尾
上 

フ
ジ
子  

あ
り
が
と
う 

幸
せ
も
た
す 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

小
吹 

美
代 

 
ボ
ケ
は
じ
め 

今
日
も
福
祉
の 

世
話
に
な
り 
 

車
イ
ス 

一
日
お
世
話
に 

お
か
げ
さ
ま 

 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

友
も
ふ
え
た
が 

年
も
ふ
え 

大
植 

ア
サ  

亡
き
夫
に 
デ
イ
の
楽
し
さ 

語
る
妻 

 

三
町
の 

手
を
と
り
あ
っ
て 

伸
び
る
街 

田
平 

ミ
ツ
エ  

宅
配
弁 

添
え
る
一
言
で 

味
が
増
し し

ま
ふ
く
ろ
う  

 

誕
生
会 

今
日
は
う
れ
し
い 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

九
十
二
歳 

今
日
も
元
気 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

押
し
車 

助
け
て
く
れ
る 

あ
り
が
た
や 

 

昼
ご
は
ん 

楽
し
く
食
べ
る 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

お
ば
あ
さ
ん 

よ
ち
よ
ち
歩
き 

危
な
い
よ 

 

手
取
り
て 

足
腰
痛
む 

情
け
な
や 

宮
崎 

政
子  

よ 

そ 

み 

う 

ま 

い
や 

と 

も 

か
た
ら
い 

つ
ま 

ひ 

と 

た
び
ゆ 

あ
し
こ
し 
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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
法
第
一
〇
九
条
に
規
定
さ
れ

た
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
唯
一
の
民
間
団
体
と
し
て
、
公
共
的
な

性
格
を
併
せ
持
つ
特
性
を
生
か
し
、
民
間
福
祉
活
動
の
中
核
団
体

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
行
政
を
は
じ
め
住
民
自
治
組
織
、
社
会

福
祉
関
係
団
体
、
福
祉
施
設
な
ど
各
分
野
と
連
携
・
協
働
し
、
関

係
者
の
主
体
的
参
加
を
得
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
会
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
平
成
二
十
三
年
度
の
重

点
事
項
を
次
の
と
お
り
と
し
、
各
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的
実
施

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

一 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進 

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
住
民
参
加
で
身
近
な
地
域
で
支
え
あ
う
活
動
を

行
う
こ
と
を
目
指
し
、
行
政
を
は
じ
め
住
民
自
治
組
織
，
社

会
福
祉
関
係
団
体
，
福
祉
施
設
な
ど
各
分
野
と
連
携
・
協
働

し
，
地
域
福
祉
活
動
の
基
盤
と
な
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
を

作
り
ま
す
。 

 

二 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
及
び
活
動
の
振
興 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
福
祉
教
育
を
基
軸
と
し
て
の
市

民
啓
発
事
業
を
行
い
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
特
に
，
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
行
う
と

と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
す
。 

 

三 

広
報
活
動
等
の
積
極
的
な
推
進 

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や
市
内
の
福
祉
関
係
団

体
の
取
り
組
み
状
況
等
を
踏
ま
え
、
今
伝
え
て
い
く
べ
き
情

報
、
活
き
た
情
報
を
広
報
誌
と
携
帯
電
話
で
の
情
報
配
信
サ

ー
ビ
ス
も
活
用
し
正
確
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き
ま

す
。
ま
た
，
新
た
な
情
報
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
の
展
開
の

検
討
を
行
い
ま
す
。 

一 

会
務
の
運
営 

 

理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催
及
び
監
査
の
実
施 

 

二 

広
報
活
動
等
の
推
進 

 
(

一)

広
報
誌
の
発
行 

(

二)

携
帯
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
の
検
討 

(

三)

福
祉
ま
つ
り
の
開
催 

(

四)

個
人
情
報
の
適
正
な
管
理 

 

三 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進 

 
(

一)

地
域
活
動
の
支
援
と
連
携
及
び
連
絡
調
整 

 
(

二)

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
実
施 

 
(

三)

子
育
て
サ
ロ
ン
事
業
の
実
施 

 
(

四)

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
活
動
の
支
援 

(

五)

各
種
福
祉
団
体
と
の
連
絡
調
整
及
び
活
動
支 

 
 
 

援 

 

四 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進 

 
(

一)

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催 

(

二)

福
祉
教
育
の
実
施 

(

三)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
材
の
貸
出 

(

四)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
普
及 

 
(

五)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携 

 

五 

在
宅
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
及
び
障
害
者
福
祉
事 

業
の
推
進 

 
(

一)

訪
問
介
護
事
業 

(

二)

訪
問
入
浴
介
護
事
業 

(

三)

居
宅
介
護
支
援
事
業 

(

四)

予
防
プ
ラ
ン
作
成
業
務
・
要
介
護
認
定
調
査 

業
務 

(

五)

居
宅
介
護
・
重
度
訪
問
介
護
事
業 

(

六)

介
護
予
防
事
業 

 

ア 

介
護
予
防
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業 

イ 

食
の
自
立
支
援
事
業 

ウ 

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業 

(

七)

障
害
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業 

(

八)

地
域
自
立
生
活
支
援
事
業 

(

九)

あ
い
ら
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業 

 

六 

指
定
管
理
施
設
の
適
正
な
管
理
・
運
営 

(

一)

姶
良
市
社
会
福
祉
会
館
の
管
理
運
営 

(

二)

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
及 

び
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営 

(

三)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営 

 

七 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
事
業 

 

八 

心
配
ご
と
相
談
の
運
営 

 

九 

収
益
事
業
の
実
施 

 
(

一)

祭
壇
貸
出
事
業
の
実
施
及
び
業
務
拡
大 

(

二)

墓
守
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大 

 

十 

共
同
募
金
運
動 

(

一)

一
般
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
の 

実
施
及
び
運
動
の
啓
発 

(

二)

配
分
の
適
正
化 

(

三)

透
明
性
の
確
保 

 

十
一 

低
所
得
世
帯
等
の
多
重
債
務
の
未
然
防
止
及

び
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
役
割 

 
(

一)

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
及
び
償
還
促
進 

(

二)

援
護
資
金
貸
付
事
業
の
実
施 

 

十
二 

そ
の
他
の
事
業 

(

一)

日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
へ
の
協
力 

(

二)

災
害
援
助
（
見
舞
金
・
見
舞
品
の
支
給
） 
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収 入 

320,747千円 

支 出 

320,747千円 

収 入 

支 出 
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その他募金  811,281 円 

個人募金   67,719円 

イベント募金  434,226 円 

職域募金  167,373円 

学校募金  243,922円 

法人募金  945,500円 

街頭募金  776,148円 

戸別募金 7,220,921 円 

【 平成 22年度 赤い羽根共同募金結果（平成 22年 10月 1日～平成 22年 12月 31日） 】 

募 金 総 額 

10,667,090 円 

戸 別 募 金 市内 317自治会にご協力いただきました。 

街 頭 募 金 市内 14店舗、募金ボランティア 778名にご協力いただきました。 

法 人 募 金 149法人・企業にご協力いただきました。 

学 校 募 金 市内 22校にご協力いただきました。 

職 域 募 金 4法人・施設にご協力いただきました。 

イ ベ ン ト 募 金 市内 9 イベント会場、募金ボランティア 288名にご協力いただきました。 

個 人 募 金 15名の方にご協力いただきました。 

そ の 他 募 金 14団体、市内 67カ所設置の募金箱にご協力いただきました。 

 

平成 22 年度 赤い羽根共同募金運動結果報告 
ご協力ありがとうございました。 

本年度も赤い羽根共同募金運動にご協力をいただきまして本当にありがとうござい

ました。 

自治会・企業・団体・施設・学校など多くの方々のご理解とご協力を賜わりまして、

今年度は下記の募金結果となりましたので、お知らせいたします。 

募金活動の様子 
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◆対象者 ：未就学児とその保護者 

◆場 所  

姶 良：姶良保健センター 

加治木：加治木ふれあいセンター 

蒲 生：蒲生高齢者福祉センター 

 
◆時 間 ：午前 10時～正午 
 
◆参加費 ：無 料 

■ 問合せ先 ■ 

姶良市社会福祉協議会 本所(姶良)・・・TEL65-7757／加治木支所・・・TEL62-2041／蒲生支所・・・TEL52-1400 

◆場 所 

姶 良：姶良市社会福祉会館 

加治木：加治木福祉センター 

蒲 生：蒲生高齢者福祉センター 

 
◆時 間 ：午前 9時～正午 
 
◆利用料 ：無 料 

毎
週
火
曜
日
に
巡
回
型
の
心
配

ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。 

日
常
生
活
の
心
配
ご
と
や
悩
み

ご
と
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。 

 
   場所 
月 姶 良 加治木 蒲生 

4 月  27日(水)  22日(金) 21日(木) 

5 月 20日(金) 26日(木) 13日(金) 27日(金) 19日(木) 

6 月 14日(火) 23日(木) 10日(金) 24日(金) 16日(木) 

7 月  1日(金) 15日(金)  8日(金) 22日(金) 21日(木) 

8 月 19日(金) 31日(水)  26日(金) 18日(木) 

9 月  8日(木) 22日(木)  9日(金) 30日(金) 15日(木) 

10 月  4日(火) 25日(火) 14日(金) 28日(金) 20日(木) 

11 月  28日(月) 11日(金) 25日(金) 17日(木) 

12 月 16日(金) 22日(木)  9日(金)  2日(金) 15日(木) 

1 月 20日(金) 31日(火) 13日(金) 27日(金) 19日(木) 

2 月 14日(火) 28日(火) 10日(金) 24日(金) 16日(木) 

3 月 13日(火) 22日(木)  9日(金) 23日(金) 15日(木) 

 

 

 
   場所 
月 姶 良 加治木 蒲生 

4 月 12 日  19 日  5 日 26 日 

5 月 10 日 31 日 17 日  24 日  

6 月 21 日  7 日 28 日 14 日  

7 月 12 日  19 日  5 日 26 日 

8 月 2 日 23 日 9 日 30 日 16 日  

9 月 13 日  20 日  6 日 27 日 

10 月 4 日 25 日 11 日  18 日  

11 月 15 日  1 日 22 日 8 日 29 日 

12 月 6 日 27 日 13 日  20 日  

1 月 24 日  10 日 31 日 17 日  

2 月 14 日  21 日  7 日 28 日 

3 月 6 日  13 日  27 日  

 

親
子
で
参
加
し
て
、
自
由
に
遊
ん
だ

り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
楽
し
い
時

間
が
過
ご
せ
る
サ
ロ
ン
で
す
。
ど
の
会
場

で
も
ご
予
約
な
し
で
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し
ょ
う
♪ 
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皆
様
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

              

岩
田
カ
ズ
子 

花
田
浅
則 

柚
木
一
徳 

村
口
サ
チ
子 

恒
見
悦
子 

黒
江
英
博 

田
中
重
幸 

福
元
玲
子 

脇
田
サ
エ
子 

出
原
康
博 

後
潟
義
治 

泉 

忠
男 

谷
口
静
男 

渡
辺 

浩 

福
元 

實 

黒
木
三
和
子 

齋
藤
博
子 

松
山 

茂 

野
元
幸
子 

川
野 

元 

山
下
睦
子 

梅
田
ス
ミ
子 

橋
口
芳
仁 

福
貴
迫
憲
一 

米
重
博
美 

内 

良
子 

池
袋
教
昭 

花
田
正
孝 

福
﨑
幸
男 

小
城
房
子 

  

岩
田
義
昭 

花
田
ハ
ル
子 

柚
木
ト
モ 

村
口
清
盛 

川
畑
節
子 

黒
江
サ
ワ 

田
中 

幸 

山
口
愛
子 

脇
田
重
光 

出
原
博
行 

後
潟
マ
ツ
ヱ 

泉 

キ
ツ 

谷
口
武
光 

渡
邊
ス
ミ
エ 

福
元
光
江 

黒
木
弘
美 

塩
谷
洋
子 

松
山
シ
ナ 

野
元 

賢 

川
野
フ
ミ 

山
下
森
行 

梅
田
利
輝 

橋
口
ツ
ユ 

福
貴
迫
夏
子 

米
重
ト
キ
子 

内 

満
行 

池
袋
實
教 

花
田
ハ
ル
エ 

三
坂
ミ
エ
子 

小
城
又
男 

 

松
原
上 

建
昌 

新
町 

俵
原 

三
拾
町 

楠
元 

原
方 

星
原 

寺
師 

山
之
口 

松
原
上 

板
ノ
口 

大
山 

高
樋 

城
下 

東
原
西 

枦
山
下 

楠
元 

西
之
妻 

池
島
町 

東
原
西 

黒
葛
野 

松
原
上 

寺
師 

松
原
上 

東
原
西 

池
島
町 

年
平 

松
原
上 

城
下 

 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

伍
千
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

伍
万
円 

伍
万
円 

参
万
円 

伍
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

－ 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

伍
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

伍
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

   

野
口 

繁 

森 

ミ
ヨ
子 

小
林
宏
義 

兒
島
久
和 

松
木
千
裕 

伊
東
安
男 

亀
澤 

保 

末
増
ト
ミ
子 

神
谷
き
よ
み 

萩
原
博
子 

下
野
さ
え
子 

宮
園
篤
重 

皆
越
ミ
チ
子 

伊
藤
利
也 

村
省
一 

藤
﨑
ア
キ 

藤
高 

操 

福
貴
迫
恵
美
子 

大
脇
充
子 

神
ノ
口
充
廣 

上
野
哲
雄 

 

加
治
木
支
所 

 

福
薗
克
美 

西 

泰
行 

竹
下
利
男 

濵
田
恭
子 

大
角
美
惠
子 

福
元
睦
夫 

上
床
と
も
子 

犬
童
満
秀 

靏 

政
美 

小
杉
容
健 

吉
田
祐
一
郎 

川
ハ
ギ
子 

曽
根 

武 

 

野
口
ユ
キ 

森 

正
親 

小
林
ヤ
ス 

兒
島
ユ
キ
ヱ 

松
木
チ
サ
ト 

伊
東
フ
チ
エ 

亀
澤
シ
ケ 

末
増
貞
則 

神
谷
春
雄 

佐
藤
ヤ
エ 

下
野
不
二
夫 

宮
園
ア
ヤ
子 

皆
越
正
男 

伊
藤
ヒ
サ
エ 

村
サ
チ
子 

藤
﨑
定
男 

藤
高
美
恵
子 

福
貴
迫
常
男 

瀬
戸
口
ヒ
テ
子 

神
ノ
口
ユ
キ
ヱ 

上
野
ミ
ツ
子 

  
福
薗
三
重
子 

西 
ス
ミ
子 

竹
下
イ
ツ
子 

濵
田
貞
幸 

大
角 

覺 

田
上
む
つ 

池
口
有
幸 

犬
童
静
子 

靏 

眞
由
美 

小
杉
三
枝 

吉
田
幹
穂 

川 

完 

白
浜
武
熊 

  

白
金
原 

高
樋 

竪
野 

重
富
団
地 

西
姶
良
東 

松
原
上 

中
津
野 

竪
野 

並
木 

山
野 － 

触
田
上 

十
日
町 

豊
留 

大
山 

池
島
町 

馬
場 

岩
崎 

建
昌 

寺
師 

住
吉 

  

岩
穴
口 

楠
原 

柳
田 

吉
原 

竹
下 

吉
原 

岩
原
西 

岩
原
西 

郁
文
館
住
宅 

西
塩
入
下 

豊
町 

 

－ 

須
崎 

  

香
典
返
し
寄
付 

（一
月
四
日
～
三
月
三
十
一
日
） 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

－ 

伍
万
円 

伍
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

伍
万
円 

弐
万
円 

－ 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

  － － 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

－ 

壱
万
円 

 

         

松
吉
淳
子 

荒
武
祐
一 

村
ヱ
ミ
子 

山
下
ミ
チ
子 

末

正
和 

福
山
淳
一 

小
川
正
幸 

市
井
川
ト
ミ
子 

田
中
好
美 

吉
薗
孝
一 

中
村
チ
ヱ 

宮
路
茂
人 

井
上
浩
一 

恒
吉
タ
ヱ 

篠
原
和
昭 

武
田
ノ
キ 

 

蒲
生
支
所 

 

吉
留 

隆 

川
瀬
ヨ
リ 

山
田
洋
子 

桑
原
美
代
子 

林 

慶
子 

瀬
之
口
テ
ル 

福
岡
郁
夫 

小
山
田
豊
秋 

中
西
洋
子 

本
野
ト
ミ
子 

山
田
典
雄 

西
堂
路 

隆 

島
田 

修 

甲
斐
ツ
ミ
エ 

相
良
米
峰 

村
山 

茂 

 

 
 

－ 

荒
武
玲
子 

村
虎
男 

山
下

雄 

末

隼
子 

福
山
禮
子 

小
川
シ
ヅ
子 

市
井
川
初
男 

田
中 

要 

吉
薗
キ
ミ 

中
村
岩
武 

宮
路
フ
ミ
ヱ 

井
上
洋
子 

恒
吉 

功 

篠
原
利
子 

武
田
信
雄 

  

吉
留
菊
代 

川
瀬
宗
利 

山
田
イ
ツ 

桑
原
康
則 

林 

夫 

瀬
之
口
ヒ
デ
子 

福
岡
ト
ミ 

小
山
田
政
子 

上
畑
ナ
ツ
ヱ 

－ 

山
田
義
秋 

西
堂
路
綱
次 

島
田
ミ
コ 

甲
斐
幸
夫 

宮
川
春
利 

村
山
タ
ミ 

 

柳
田 

天
神 

里
下 

菖
蒲
谷 

中
福
良 

於
里 

柳
田 

西
諏
訪 

西
江
口
団
地 

札
立 

岩
原
西 

須
崎 

天
神 

中
塩
入 

田
中 

豊
町 

  

後
田
上 

辻
上 

畠
田 

迫
中 

霧
島
後 

川
東
後 

楠
田 

町
上 

川
東
上 

－ 

宮
内
下 

漆
中 

高
峯 

松
川
内 

小
川
内 

八
幡 

 

－ 

弐
万
円 

弐
万
円 

－ 

参
万
円 

－ 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

－ 

参
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

伍
万
円 

参
万
円 

  

壱
万
円 

弐
万
円 

－ － － － 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

－ － － 

参
万
円 

－ － － 

    
勝
手
な
が
ら
敬
称
略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
非
掲
載
希
望

の
欄
に
は
（－
）を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

寄
付
者 

 
 

 
 

 

故
人 

 
 

 
 

 

自
治
会 

 
 

金
額 

 

姶
良
本
所 
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勝
手
な
が
ら
敬
称
略
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
非
掲
載
希
望

の
欄
に
は
（－
）を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

収集（リサイクル）ボランティア 
 時間や場所を選ばず、その日から

できるのが収集ボランティアです。 

収集ボランティアの種類には、使

用済み切手、使用済みプリペイドカ

ード、中古衣料、使用済み割りばし、

書き損じはがき、アルミ缶といろい

ろあります。 

今回は、アルミ缶のリサイクルに

ついて紹介します。 

アルミ缶１缶分のアルミニウムをボーキサイト（アルミニウ

ムを含んだ鉱石）から生成するためには、約 88cc の石油が必

要になります。アルミ缶をリサイクルする場合、アルミ缶１個

溶かすのに、約 2.6cc で済み、97%の省エネになります。 

アルミ缶は、比較的高価で買い取ってくれるので、アルミ缶

リサイクルはボランティア活動資金づくりとして最適です。 

○貴金属廃品回収業者については，

姶良市ボランティアセンターにお問い

合わせください。 

TEL ０９９５－６５－７７５７ 

▼なぜアルミ缶の収集活動をするの？▼ 

▼アルミ缶を集めると車椅子に換えてもらえるの？▼ 

アルミ缶を集めても車椅子と交換してもらえるわけではあ

りません。 

集めたアルミ缶を貴金属廃品回収業者に買い取ってもらい

そのお金で車椅子などを購入することになります。 

車椅子１台購入するためには、約 800～1000 ㎏のアルミ

缶が必要です。個数にするとアルミ缶で７万個程度必要です。 

日
頃
か
ら
当
協
議
会
の
事
業
・
運
営
に
は
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員
と
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
、
団

体
、
施
設
及
び
事
業
所
等
で
一
定
額
の
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
い
た
方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

姶良市ゴルフ協会 

ソフトバンクホーク川﨑宗則選手 

車椅子贈呈式 

堀
之
内 
 

誠 

会 

員 

名 

参
千
円 

金 

額 

 

あいらふるさと祭り 

実行委員会 

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
、
姶
良
市
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

株
式
会
社
イ
ケ
ダ
パ
ン 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス 

川
﨑
宗
則 

選
手 

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
鹿
児
島
支
社 

寄 

付 

者 

名 

物
品
寄
付
（
一
月
四
日
～
三
月
三
十
一
日
） 

 

あ
い
ら
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会 

姶
良
市
ゴ
ル
フ
協
会 

会
長 

上
床
澄
秋 

新
屋
幸
一
（
金
婚
式
記
念
及
び
喜
寿
記
念
） 

中
道
三
和
子
（
米
寿
祝
） 

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
蒲
生
地
区
女
性
部 

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
加
治
木
地
区
女
性
部 

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
姶
良
地
区
女
性
部 

増
田
光
雄
（
米
寿
祝
） 

加
治
木
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
た
ん
ぽ
ぽ 

加
治
木
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
た
ん
ぽ
ぽ 

寄 

付 

者 

名 

一
般
寄
付
（
一
月
四
日
～
三
月
三
十
一
日
） あ

い
ら
ぐ
ま
ラ
ス
ク 

百
セ
ッ
ト 

車
椅
子 

十
台 

車
椅
子 

壱
台 

物 

品 

 

伍
万
七
千
八
百
六
拾
六
円 

伍
万
五
百
壱
拾
円 

壱
拾
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

 
 

－ 

壱
万
伍
千
円 

壱
万
伍
千
円 金 

額 

 


